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１
本稿は、 『イスラーム地域研究ジャーナル』に連載中の以下の訳稿の続編である。
柳谷あゆみ・阿久津正幸・中町信孝・橋爪烈・原山隆広・吉村武典・高野太輔・佐藤健太郎・五十嵐大介・湯川武・茂木明石・中村妙子訳註「イブン・ハルドゥーン自伝１―６」 『イスラーム地域研究ジャーナル』一―六、二〇〇九
―
二〇一四年、四五
―
五八、 三五
―
五六、 四七
―
七二、 六五
―
九八、 七七
―
一〇 、 三一
―
四九頁（以下、 「イブン・ハルドゥーン自伝」
と略記）
２
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。
Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a riḥlat-hu gharban w
a sharqan, ed. 
M
uḥam
m
ad ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a 
al-N
ashr, 1951 （以下、
al-Ta‘rīf と略記）
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。
Ibn K
haldûn, L
e L
ivre des exem
ples. T.1 A
utobiographie, M
uqaddim
a, tr. 
A
bdesselam
 C
heddadi, Paris: G
allim
ard, 2002 （以下、
A
utobiographie と略記）
３
イブン・ハルドゥーンの『歴史序説』および彼の史書『省察すべき実例の書』は、彼の自伝を読み解くうえで参考になるところが多い。主に使用したのは、以下の校訂版および日本語訳である。
Ibn K
haldūn, T
ārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā bi-K
itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 
1971 （ブーラーク版のリプリント。以下、
al-‘Ibar と略記）
P
rolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 
B
ibliothèque im
périale, ed. M
. Q
uatrem
ère, Paris, 1858 （以下、
P
rolégom
ènes
と略記）イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳『歴史序説』全四巻、東京：岩波書店（岩波文庫 、二〇〇一年（以下、 『歴史序説』と略記）
４
訳文と原文の対照がしやすいよう、訳文中に
//p.002// などとして校訂版の
ページの切れ目を示した。
５
年代は、訳文ではアラビア語原文のヒジュラ暦表記を西暦に換算した上で、ヒジュラ暦／西暦 形式で記した。一方、註では必要な場合を除いて西暦のみ記した。ヒジュラ を西暦に換算する際、年代を決定しがたい場合には「六八五／一二八六―七」とした。
６
訳文中の括弧のうち、 ［
　
］は訳者による語句の補足、 （
　
）は簡単な語彙の
説明や言い換えである。また 『
　
』は書名を示す。 ︻
　
︼は訳註者が付け加
えた小見出しである。詩や長文にわたる引用は、一段下げて記した。
７
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』東京：岩波書店、二〇〇二年の方式に拠った ま クルア ン 引用はカイロ版 章節番号に従い、日本語訳は原則として井筒俊彦訳『コーラン』全三巻、東京：岩波書 一九六四 を用いた。
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※二〇一四年三月八日、この七年間、共に「イブン・ハルドゥーン自伝」の翻訳に取り組んでこられた湯川武先生が逝去された。今回の訳稿の中には湯川先生の担当箇所も含まれているが、これは先生が遺された下訳に研究会メンバー全員で検討を加えて文章を整えたものである。大きな支えを失ってしまった我々であるが、先生の遺志をついで完訳をめざし、今後も訳出を続けていくつもりである。
----------------------------------------------------------------------------------------------
︻イブン・ハティーブの起草になるナスル朝からハフス朝への書簡︼ （承前）
　
先祖たちの間には――彼らに神の慈悲と満足あれ――愛がありました。
その［愛が］結ばれた場所は、神のおかげで、強固になりました。その［愛の］しっかりとした寝床である寝台は、まるで明文規定
（
1）のように明ら
かな誠実さゆえに、柔らかいものとなりました。そして、それを失う者が痛苦を味わうような、互いの誠実を誓い合う約束もありました。神に祈ります、必ずや、あなた方の美徳が新 となりますように、 ［あなた方の］好意が強くあり続けますよう 。　
いまや、あなた方の如何なる高貴な性質を述べたらよいのか、あなた方
の如何なる美徳を説明したり、賞賛したりすればよいのか、我らには分かりません。お互いの交流の始ま となった あなた方の往信について述べればよいでしょうか、それとも、あなた方の贈り物について賞賛すればよいでしょうか。それについて叙述しようとすればペンは水の流れるごとく進み、そのペンがもたらす英知の
馬はみ
銜
によってイスラームの敵は黙ります。
我らは、敬虔な行い 報酬を支払って下さるお方（神）への、たっぷり慈悲と絶え間なく続く恩恵の持ち主へ 感謝の目 を計 て［差し出します］
（
2）。そのお方は、蟻一匹の重さほども、蟻一匹に足らぬ重さほども、
出し惜しみすることはありません
（
3）。彼以外に神はなし。
　
もしあなた方が現在の［我らの］状況や、 ［不信仰者どもの］脆く愚か
忘恩の理由を――それも神の思し召しによるものですが――お知りになりたいのであれば、我らは珍しいもの（新し 情報）をあなた方に与えましょう。我らはかいつまんで、その一端をあなた方に知 しめましょう。それは、以下の通りです。　
あてのない望み［に迷った］後で、神が我らを試練［の場］からしかる
べき場所（神の道）に連れ戻したとき、
//p.180// 我らは、神の救いにより目
薬を塗って、正しいことを見分ける視力を取り戻しました。我らは、短い人生の努力を、神の道に捧げることに ました。我らは、気付きました――我らはそのように聞いていたし、昔から言われていることではあり すが― 現世が、横切るための橋に過ぎないということに。もし悪魔が誘惑し、喜びが
不ガフラ
信仰
（
4）の寝台に眠らせてしまったら、彼らの墓の上をうろう
ろ歩いても何の役にも立ちません
（
5）。また、我らは気付きました。 ［現世
が、 ］それを与えられた人が幸 になることも 元気づけら ることもないような持ち物であることに。いやむしろ、現世とは、ただ語 れるお話に過ぎないのです。さらにまた、悲しみは［富や財産のように死んだら］むりやり捨てさせられるものと変わらない
（
6）ということに、人生が夢である
ことに、人々は眠ってい だけだということに、我らは気付きました。おそらく、宿を出立する（現世を去 ）人は、 れを破壊して煙をあ させるか、そこに芳香と、あと 来 人 ための
説ハティー ブ
教師
となる賛辞を残すかの
どちら なのです。　
我らは諸事について公正を基盤とし、境域を楊枝で磨くごとく
（
7）精査し、
眠るときにはジハードの伝承と同衾し その伝承が定めると ろ イジュティハードの根拠としました。 「これ、信徒の者よ、わし お前 ち［酷い天罰を蒙らずにすむような］うまい儲け口を伝授しようか」という神の言葉
（
8）を、殉教の理由の一つとしました。
　
我らは、その運命が風前の灯となった諸々の［敵の］砦へと急ぎました
（
9）。警戒されるべき場所は暗闇に覆われて ます（誰も守りにつく者がい
ない） 。裸 砦は、触れようとする手を払い けられません
（
10）。その住人は
//p.181// 哀れであり、頂上にいる白い脚のカモシカは、純潔を守りきれませ
ん。　
我らは、名誉の白刃で砦の山道を飾りました。我らは、ユーフラテス河
の真水
（
11）で、砦の井戸をたっぷりと満たしました。我らは、何重もの鉄板
で、砦の門を覆いました。我らは、褒美を支払ってくれ お方（神）の許での、戦い 報酬を期待できる身となりました。我らは、純白の石灰で砦の服を白くしました 今日 は、その砦を見る人が、一片 白い雲か、円い満月に向けて ばされた［白 ］指 見間違えるほどです。それらは現世と来世の恐怖に対して、信徒たちに安全を保障しているのです。　
我らは神に、貸付金を貸しました
（
12）。我らは、軍の記録されたもの
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（ディーワーンに登録された正規兵）を富貴にしました。我らは、軍に毎月公正に俸給を支払いました。我らは、讃えられるべき富貴な神を信頼して、戦旗の陰 我が身を委ね 異教徒の王に対しておあいことなるように
（
13）協約を破棄しました。
　
我らは言いました。 「我らの主よ、あなたこそは力強い。全ての暴君は、
あなたの力強さゆえ 卑しい。あなたの党派こそが数多い。それ以外は少ない。あなたさえいれば、他の何者もいりません。あなたの約束こそは、必ず果たされる約束です。だから、我らの上に耐える人々の衣服を着せかけて下さい。あなたの満足にあずかる人々、それを勝ち取る人々のうちに、我ら［の名］を書いて下 い
（
14）。我らの足もとを強固にして下さい、不信
仰な人々に対して我らを援けて下さい」 。　
我らは、最初の動きとして、そして祝福の帳簿の最初の頁［に載るべき
事績］として、 各地から］軍勢が集まらぬなか、
//p.182// 我らの下にいた
輝かしい軍隊と部隊だけを率 て、 「眼下を見下ろす隼」ことイスナハル
（
15）
へ、道を踏み外し人を惑わす敵の
鐙あぶみ
へ、
蝮まむし
の毒を吹き出す者のもとへ、出
発しました。そこへ到達するのが難しく、そこ 高く、その丘が聳え立つとしても。敵が熱心に準備をし、武器と糧食を蓄え、勇士を選び出してるとしても。　
我らは自らの身をもって、その火に耐えました。我らは、その熱に耐え
つつ、力強い刃を ってその毒矢に立ち向かい、丸い大岩や
石いし
礫つぶて
に立ち向
かい、イスナハルをめぐ 殉教者たちと［戦果を］競 合いまし 。そしてつ には そのお方によらずしては何の力もないお方（神）の力によって、我らはその近寄りがたい塔と城壁に登り、祖国と人々 ［イスナハルの］害悪を追い払いま た。それに先立って、 ［イスナハルの 隣人であるサフラ要塞
（
16）をも、もてなしてやりました
（
17）。
　
我らは旅立ちに先立って、警護兵と、守備兵と、増え続ける糧食でそこ
を満たしました。そ 、自らの手で、戦いによって壊れたり、競い合う男たちが穴を けたりしたもの 、修繕し
（
18）。
　
我らは、塹壕の戦いにおける、我らの預言者――彼に神の祝福と平安あ
れ――に倣いました。彼がかの地域（メディナ）を護り、話に伝わるラジャズ詩の即興が行われたとき［のように、我らも詩を歌 ながら作業したのです］
（
19）。
//p.183// 不正な人々が集まり、不品行な人々が互いに呼び合
い、悪人がはびこって る状態の中で、イスナハル 放ってお たらイス
ラームに安定はありませんでした。　
我らは先に、ブルゴの町
（
20）を奪還すべく、 ［アンダルスの］西半にいる信
徒達を奮起させました
（
21）。その町は、二つの拠点、ロンダとマラガの間で
道をふさぎ、二つの町の人々に分断という弱さの衣を被せ、その安らぎを乱していました。眠っている最中 現れる幻影は、夢の中にしか訪れて来ることはでき せん ［マラガとロンダの間の］やり取りも、鳩の鳴き声の翼の内にしかありま （伝書鳩に頼るしかない） 。喉が掻き切られ ［殉教者を迎え入れるために］天国の乙女達が装いを凝らすような戦争のあとで、神はブルゴの征服 容易にし、それを速やか ［我 に 与えてくれました。名高い娘たち（周辺の村や砦）が、こ 母（ブルゴ 後に続きました
（
22）。農耕と牧畜に最適な高地も続きました。その辺境は惨めな状態
から立ち直り、イスラームの顔 、その地が救わ たことで、渋面から輝く表情に変わりました。　
次いで我らは、遠く敵国の真っ只中に置かれたウトレーラの町
（
23）へ、広
野の恐怖と破壊の
幽グー ル
鬼
が襲いかかる中を、動き始めました。ウトレーラは、
ヒムス（セビーリャ）
（
24）の人々が養女とした町――彼らがその家を富貴に
し、嫁入り道具を立派なものとし 何くれとなく世話 してやり 周辺の土地を開拓した町です。
//p.184//
　
ウトレーラがムスリムたちを憤慨させた原因、すなわち捕虜になってい
たムスリムが皆殺しになったことゆえに、我らは、遠く厳しい道の を乗り越えてでも、ウトレーラを目指 ことを固く決意 ました。かつては、ウトレーラのそばを安全に、その地の凶鳥すらも吉兆に見えるほど［平和に］通り過ぎていたのに、彼らは捕らえられて重い枷にはめられ、疲れ果て、虜囚の苦しみに辱められ 日々ひどい目にあわされてい そして、奴らは彼らをいっぺんに虐殺 てしまいまし 。彼ら［の死］人々（ムスリム）の目に訓戒として残りま た。奴らは彼 を殺したことによって、残された遺族の怒りと、高貴な復讐の誓いを、イスラームへ贈る（惹起する）羽目 なりま 。　
そして我らは、ウトレーラを攻撃しました。我らは、道に迷うことも、
物忘れすることもないお方（神 からの霊感を って この町 急襲しました。騎兵は朝駆けし、夜になると歩兵が追いついて来 ウトレーラは悲嘆に包まれました。　
護られていたものは奪い放題となり、ウトレーラは破壊されました。そ
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の町の白き建物から新月の輝きが消え、月のごとき美しさは失われました（壊されて美しい姿が失われた） 。その町の人々の血によって渇きは癒され、炎はその町の寺院を焼き尽くしました。その町の何千もの人々が捕虜となり、攻撃は娘（ウトレーラ）を奪われたセビーリャにまで及びました。その町にいるキリスト教徒の貴顕の顔は、卑屈な表情でいっぱいになりました。ムスリムたちは、言葉で表すことも、運びきることもできな ほどのものを、手に入れました。
//p.185//
　
そして、我らは戻りました。大地は捕虜で波打ち
（
25）、ライオンの住処に
は獅子の仔一匹たりとも残らず、緑 土地にはカモシカ一頭 りとも残りませんでした。高貴な女達（捕虜）は疲れ果て、きらびやかな造作物（戦利品）は人々の目をくらませます。夜旅を終えて、迎えた朝 讃えられました
（
26）。夜旅をさせ給うたお方に讃えあれ。あの破壊された教会堂と集
会所の群の中で、熱情 舌は呼ばわ ます、 「おお、捕虜達を殺した者どもよ！」と。　
戦利品が分配され、何の印も付いていないラクダが輝かしい印を付けら
れ、先を行く人々と後に遅れる人々（先陣を切って勇敢に戦った者とそうでない者）とがはっきりしました。そしてハエンの町
（
27）への遠征に人々が
集まりました。我ら そ 町へ、元気良く影と戯れる（かのように疾駆する）騎馬達を駆りました。勇者達は 神の御許にあるも 殉教した後来世での幸福） 期待して、喜び勇んで危地に飛びこみます。鞘から素早く抜かれ インド鋼の剣は、 ［敵の］首 と我先に襲いかかります。我は、戦闘の準備を油断 く念入りに行いました。 らは、ジハードを望み砦（リバート）に入ること 望む者か 、不都合を取り除きま た
（
28）。ジ
ハードの土埃は、地獄 煙から救ってくれます。
//p.186// 我らは呼びかけま
した、 「ジハードだ！
 ジハードだ！
 おお、ジハードのウンマよ！
 導き手た
る預言者の旗よ！
 楽園は、利剣の影の下にあり！」
　
至高なる神への［道に誘う］その呼びかけは、あらゆる耕地と荒地を揺
り動かしました。多く 人々が 真理への呼びかけを通じて 命令に従いました。人々は長く伸びた山あいの道から、あるいは徒歩で、ある は痩せラクダに乗って、やって来ました。おびただしい数の戦旗 色においても、数においても、谷間の花々を のぎまし 。 結した軍勢は、広い通りの筋々を［埋め尽くして］ふさぎました。そ 軍勢 波立つ海は、高潮のようでした。その軍勢に 、誰も端 見出すことができ せん。
　
この［ハエンの］町は、子沢山の母親であり、楽園です。ただし、その
町に住む不信仰者達にとって、永遠の住処は［地獄の］業火の中にしかありません。この町は、王権の座所であり、首飾りの真ん中の真珠 隣 ある玉です。かつては、多くの美点が数えられ 繁栄し、その他 諸邑と秤にかければ、 ［ハエンの］町の方に秤 傾いたものでした。 ［ところが今は、 ］獅子の住む藪となり 黒い毒蛇の巣穴となり、恐ろしい偶像の据えられた場所となり、やかましい音を立てる鐘 吊された場所に成 果てました。　
我らは幾日もかかる道のりを越えて、そこに近づきました。我らは、 ［我
らを］運んで進む海［の波のごとき馬群］ 連れて、海岸に打ち寄せるがごとく、そこを目指しました
（
29）。
//p.187// ［ハエンの］近郊に近づき、もう
少しでその灯が見えそうになると、いよいよ我ら その を攻撃すべく動き出しました。輝く星々を散りばめた地平線の
装ウィシャーフ
飾ベルト
（
30）は巡り終わり、
朝［の光］に侵されそうな夜は恐れのあま 白髪 なっていました。鷲（アルタイル）
（
31）は吉兆のもとにはばたき、槍（アークトゥルス）
（
32）はイス
ラームの力強さによって復讐を果たします。駝鳥の星々
（
33）は、しし座を恐
れて身体を震わせ怯え す。いて座は、次々と下される恩寵という的に向けて、いつもの弦をもって幸福の矢を射かけます
（
34）。
//p.188// ふたご座は、
天の川を横切ろうとしています。金星は、シリウスに嫉妬 炎を燃やします。水星は軍馬
（
35）を率いて、略奪された町の上に縦糸をかけて織り上げ、
その意匠を競い合い、 ［相手］を黙らせます 火星 輝き、そ 白き旗をもって［兵を］鼓舞し、 ［血を］流し
//p.189// 木星はジハードの美徳
において考えうる限りのことをし、取引 場において幸福な商談の成立を目指しひたすら競い合います。土星は東 地平
（
36）から離れ、第一〇の家
（天頂）
（
37）を去り、幸運の星
（
38）ですら滑って沈んでいく場所（西）に沈みま
す。満月［が昇るときに］は、投石機の石のごとく現れます。いかにして、その月は山の頂上まで届くのでしょうか？
 日の出の場所を見れば、地平線
の壁に穴が空いて太陽が現れるように見えます。　
隠れていた朝の光があらわとなり、風がもたらす朗報の挨拶に旗が大き
くはためいた時、我らは獅子が獲物を見下ろすがごとく 雄馬が自分 花嫁を見下ろすがごとく、そ 町（ハエン）を見下ろしま た そして我らはすさまじい力強さと堅固さの光景を、見事な普請と造作 光景 目にました。その中に高くそびえる要塞は、冷た 雲に覆われ 雨雲の冷たい
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水で渇きを癒やしていました。
//p.190// また星の花々を摘み、 「帯の中の腕」
（
39）
をつかむため、たおやかな手首を高くかかげていました。また我らが目にした町は、腕尺で広さを測ろうと ても測りきれな ほどで、起伏のある土地や荒れた土地に広がっていました。そして我らは言いました。 「おお神よ、あなたの
僕しもべ
の手にその町を戦利品として与え給え。そしてその町で我
らにジハードの奇跡の一つを見せ給え」 。　
我らは、その町が位置するとても広い平原に、降り続く恵みの雨のよう
にしておりたち、その平野の中から「イチジクとオリーブ」の章
（
40）を見い
だして吉兆だと思いまし 。そ 町は、誘惑にとらわれ 町であり、そゆえに慈愛あまねきお方の安全保障 ら解かれ 状態にありました。貴重なる魂の熱情と敢然たる勇気をもって我らは兵 せき立 たので、彼らが戦闘配置についたり
（
41）、遠くの兵が所定の集合の合図を聞いて近くに集
まったり、従者が主人に合流し り 投石機が到着の二ラクア
（
42）をしたり
する間もないほどでし 。兵たちは、彼らの方へと荒野を旅してき 戦場の喧噪の場に先んじていた［敵の］騎士たち 押しやり、つい はその者たちをその町に押し込め、親ですら子を忘れてしまうような［過酷な戦いの］場所で忍耐の衣服を奪いとりました。そこでは 矢が雲霞 ごとく降り注ぎ、鳩の群れのように飛んで定めの死をもたらします。ま 、最初雨や流れ星のようだった槍が折れ［るま 戦い］ す。
//p.191// 槍先の波で
戦塵の海はうねり、 ち続く鬨の声で大地は揺れます。さすれば が目にする は、天の乙女た によ て死に場所に日陰を作ってもらえる殉教者と、かの海が岸辺へとうち捨てていく斃れた骸と、そ 神の とで面目が立つ［までよく戦った兵た の］顔や喉元に突き刺さっ 矢ばかりです。よく切れる剣はもみあげ ところが［血で］染まり、槍は枝に実がなり、兜は保護すべきも を守っています。弓 背は割 、不信仰な軍隊の絆は断たれています。 ［兵が］最期を迎える時に盾 紙は下 落ち、白き剣がふるわれて文字 書かれ、黒き槍で突かれて点 打たれます。また同時に、大きな郊外区が襲われました。神 よく見て考えること できる者（神に従うだけの分別の持ち主）には自らへの信仰の偉大さを示しました。一方、悪魔は自分の友を見捨 、不信仰者たち 身ぐるみはがされ 放り出され、ありとあらゆ 場所で待ち伏せされて打ち倒されまし　
その後、 ［我らは］戦いながら城内へ入り、その町は殺戮と略奪に覆われ
ました。
//p.192// 神の時（終末）の到来について、その日の恐ろしさについ
て、そしてその恐ろしさのひどさについて教えてくれるのは、剣と槍の他にはありません。家や建物の破壊について、その住処の貯えから［奪って］裕福 なることについて、そして第一の存在から第二の存在へと移行すること
（
43）についても同じです。剣が切り裂き、尋常ならぬ状態をもたらしま
した。ルダイナの槍
（
44）は血を飲み、まるで挿し木した枝や接ぎ穂のように
今にも葉が生えそうな状態でした。数々の弓は天球のように［丸く引き絞られて］雨あられのごとく［矢を］降り注ぎ、びゅんびゅんと鳴り続けついには声が枯れてしまいました。弓があまりに必要とするので、矢が尽き果ててなくなってしまったのです。殺された者たちの遺体は道をふさぐほどで、通りゆ 者の妨げ なりました 神は敵を根こそぎにし、根絶やしにしました。一方、殉教者をお側 寄せ 耐え忍んだ者に充分すぎるくらい［報償を］与えてやりました。かつて聞い こともないような勝利を告げる使者たちが先触れとな 、インク壺 口から説教壇の耳へと朗報を届けました。　
我らは数日間そこにとどまり、木々を切り倒し、 ［敵の］巣穴を破壊して
根こそぎにしま 偶像崇拝の徒に復讐する舌は呼ばわります。 「おお、アレクサンドリアの仇よ
（
45）」 。フィジャール
（
46）の渇きを癒し、
//p.193// 隣人
の権利を守ったのでした。そして我らは、 ［神の 配慮の風で旗 翼が羽ばたく中で、街道の線で き ［神 よる］成功の魔方陣
（
47）が一致する中で、
神の力の市場が繁盛する中 、そして［神の 優しさを運ぶ者
（
48）――神に
讃えあれ――が一緒に同行する中で、帰還しました。赤ひげ
（
49）の首は山よ
り高く積み上がりました。捕虜となっ 高貴な女たち 馬 背の騎手の後ろに乗せられました。山と積まれた鐘が器械
（
50）と工夫で［吊り下ろす
際に］がらがらと音をたて して、この母（ハエン） 死と もに、その豊かな乳房から乳を吸い 心地よく養われ守られてい 娘 ちも死を迎えました。破壊は城壁全体に及び、炎が の荒廃を早めま 。//p.194//
　
それからハエンの後、我らは勝利に向けて動き出しました。水をくむ前
に水桶を持たせた案内人を送り出したところ、 ［水くみを］許すとの知らせがもたらされました。そこで我らはウベダ
（
51）の町を目指しました。それは
双翼の う片方、二人姉妹の姉 あ 、滅亡の時をハエンと共に迎え 町です
（
52）。その町は風吹きすさぶ広大な地を占め、その郊外区［が広がる様
は］はあたかも紙の上に文字を書きなぐったかのようでし 。 たそこに
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は、稼ぎの大きい商業地があり、均整のとれた姿があり、収益を計算しようとしたら疲れ果ててしまいそうなほど［豊かな］耕地がありますが、また同時に人を刺す働き蜂やたくさんの雄蜂がいる蜂の巣もあります。そうしたウベダの賑やかな住処に破滅がおりたちました。死という葡萄酒の杯が、剣という指先によって、酒 おぼれたそこの住人 ち
（
53）の間で回され
ました。そこに災厄の前衛部隊が朝駆けをし、そ 城壁の内奥に向かって、［壁を］切り開く湾曲したつるはしが奮起しました。
//p.195// そして我らは
その町に剣の力でもって入城 ました。それは幻影がすっと訪れるよりもすばやいものでしたが、それがいかに かと うことは尋ねないで下さい。このみじめな町にふりかかったような破滅は、今まで、どん 豊かな町にも、着飾って裾をひきずって歩くどんな高貴な女にも、ふりかかったことがありませんでした。その町に立ち並ぶ塔は［倒 て］火の神々に跪拝し、梯子は土埃にまみれてしまったのです。そ て、その町は全身 放棄という衣でまとって［人がい くなり］ 、その町の教会にあるガゼルの住処からは何もいなくなって、荒 放題となりました　
それから我らは、不信仰の町々の母、豊かな装飾の宝庫、そして諸国に
とどろく名声と風聞の主、す わちコルドバに対する攻撃の準備をしました
（
54）。 ［コルドバの］本質というものを、どうやったら知ることができるで
しょうか。 ［コルドバには］装いをこらした後背地があり 堅固な山 あり、誇るべき建物があり、輝く花々
（
55）があり、そして限りなき美点があり
ます。そこでは、空の満月の光輪のような
//p.196// 高く建てられた城壁が町
を丸く囲んでいます 天 川のよう 滔々 流れるコルドバの川は鞘から抜かれた剣のごとく茂みから流れ出で、それに隣接しています。天球のように規則正しく回転す 水車は軸 まっすぐで、最初の恋人
（
56）を恋い慕い
思い出しながら、愛しい思いを響かせます。そこ は、山がまるで王冠のごとく、甘い［雨］滴 銀色で飾られ、ホスローやダレイオスの王冠を見くだすほどです。そこでは、延々と伸びるいくつも 橋のアーチ ま でやせて腹のくぼんだ何頭ものラクダにも似て
（
57）、
//p. 197// 隊列をなして川を
渡っています。そこ は、アーミル家のジハードの戦士が残した跡が
（
58）、
名所旧跡の中で芳香を放っています。そこ は、雨雲の恵みが愛しい庭園の花嫁たちのもとに訪れ、ぱらぱらと真珠 ［雨］粒 もたらします。こでは、北風で冷やされた酒が朝な夕 に大木たちの間 回されており、枝が酔っているのが見て取れるでしょう 本当に酔ってい わけではない
けれども。そこでは、征服の手が、谷間のアネモネの乙女を奪います。そこでは、
//p.198// 微笑むカモミールの口に魅惑的なそよ風が訪れてきて接吻
し、そのために嫉妬深い星々の胸は動悸がします。そこでは、古き礼拝所が広い空間と高いミナレットを持ち、ワリードの会堂
（
59）を見くだし侮るほ
どです。そこでは、マハル種のラクダのこぶが切りとられるように、地表が繁栄の鋤刃で掘り起こされ、また地中が雨雲に浸されて乙女の腹のように柔らかくなっています。そして人を導くほどに目立ついくつも 大木間をぬうように、どこへゆくかも分からな たくさんの小川 流れています。
//p.199//
　
次に挙げるもの、どれでも好きなものを選んでみて下さい。草の茂る平
原。良き休息地と休憩地。理性あるマーリクとアキール
（
60）。 「言った」 「言
われた」としゃべり続けるナイチンゲール いる茂み。軽重相並ぶも
（
61）。
麦の穂―
―
それは、茎の上にあるものと茎の軸そのものが、まるでアリフ
の上に付されたハムザ
（
62）か、並んだ小枝の先にとまっている姿美しき小鳥
のようにみえます また東風や南風になびき、その中は穀粒の真珠で一杯です
――
。谷間
――
そこは、涸れた泉など聞いたこともなく、もし聞いた
ことがあればそれに復讐を求めたことでしょう。また、そこにアヤメやスイセンの咲くとき、花々のドームの白き者たちに仕えるよう送り出されのは、黒き奴隷たるミツバチだけです
――
。耕作の海原
――
［あまりに広
くて］その岸辺にたどりつくことはでき せん また、川に向か の海原を旅する者は、遠 まで行き着くことはで ません
――
。夜話の集ま
り。夜明けの雲の涙の水たまり
――
［水かさが］増した時でもそこをあえ
て渡 たければ
//p.200// 越えていく橋があります
――
。アムルとかザイドと
かの［並の人間の］ものでない土地
（
63）。その中にあらゆる獲物のつまった
野生ロバ
（
64）。これらのうちからどれを選ぼうとも、その座所（コルドバ）
は、イスラームのカリフが座 に足るものであり、またルサーファ宮
（
65）
と［アーチ］橋によって平安の家
（
66）を嫉妬させるものです。ペンの言葉が、
それ（これら列挙したも ）を描写する に、度を越すなどということがあるでしょうか。あるいは、それ（これら列挙した ） もって、かの完全な もの（コルドバ）を説明する とが言葉の技 でき でしょう 。　
さて、我らはコルドバに向けて夜間に出発し、馬を引いて進軍しました。
その馬の前髪には神が恵みを結びつけていました
（
67）。そして、驚嘆をよび
おこすコルドバの郊外で止まり、豊 な実りをもたらすコルドバ 城外で
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隊列を整えました。人びとの心は、豊かに与える寛大なお方（神）に援助を乞い、信徒を助け天恵を下すお方（神）に天使たちの援軍を願いました。馬どもは我らの背後の離れた場所で止まり、かつてのイスラームの地についてうたいあげていました。　　
止まれ。恋人とその住まいを想い出して、さあ泣こう
（
68）。
　
そのとき、コルドバを守る守備兵のうちから、熱い火を生み出す薪炭の
うちから、そして剣が刈り残した数多くの者 ちのうちから、豪雨をもたらす雲の片鱗と逆巻く海の高波とが現れ き
//p.201// 戦場の勇者た
ちの陰には、弓矢隊の兵士たちも数多く ました。そ て、どっしりした山のごとき赤ひげの猛者たちが、戦列を整えにかかりました。コルドバの町を覆いつくすのは、ゆったりした鎖帷子［をまとった兵たち］や、町がみじめな目に逢う［敗北の］日に味方の民を十字架への捧げ物にする王侯たちや、神の証とその使徒を町が受け入れる際に妨げ なる豚どもでた
（
69）。つまりコルドバは、視界をさえぎる闇の帳と、岩のように頑な心と
に覆われていたのです。　
川を分かち、その［水滴の］銀や真珠でコルドバの胸元を飾りあげる橋
の前で、両軍の間に戦いがおこりました。そ 戦いは、どんな時代にも織り成されたことのないようなも で、 たどんな合 も と同じよ な恐怖をはらんだ が の した。その戦いをフィジャールの戦い
（
70）になぞらえる者は、嘘をつき真実から逸れています。あるいはそれ
をジャフル・アル＝ハバーア 戦 たとえる者は、愚かでうわごとを言っています。
//p.202// それをダーヒスとガブラーの戦い
（
71）に似ていると言
う者は、故事を知らないのだから、経験と知識がある者に尋ねるべきです。それをジャバラ渓谷の戦い
（
72）に並ぶと考える者は、注意を欠いています。
あるいはそれを トン・アーキ
（
73）と同じと考える者は、理性がありませ
ん。 ズー・カールの戦い
（
74）を持ち出して主張する者は、知識を欠
いています。あるい カディードの戦い
（
75）をもって弓競べをしようとする
者の矢は、的外れです。　
実のところその戦いの場は尋常ならぬものでした。それは、 ［牧地を探
す］案内人であっても言葉 説明できないような魂 牧地であり、山々すら震えるような場であり、そして悪魔のスルターンのための貯えも備えも
台無しになるような荒地でした。そこでは、勇敢な益荒男が戦士の印をつけ、切れ味よい白刃が紅に染まり、しごかれた槍がたわみ、めったに動かない岩が転がり、
//p.203// 曲げられた弧（引き絞られた弓）から素早い芽吹
き（矢）が獲物めがけて放たれ、そして、次々と送られる矢にのって、どこから伝えられたか分からない伝承が語られました。その後、槍が出番をむかえて、乱戦に入りま た。槍の穂先は鎖帷子に突き刺さり まるで魚が網に刺さっているようです。やがて、飼い主のいるラクダといないラクダ（敵味方）が入り混じり ルダイナの槍は前線から下がりました。そして、剣の出番が戻ってきて、水面のようにきらめく鎖帷子を何本もの川筋へと切り裂いた後、王冠のように脳天へとふり下ろされました。小川となったいくつもの鎖帷子は一つにな や て大河となりました。 ［鎖帷子が］互いに抱き合う様は、目にう るのが殺戮に次ぐ殺戮ばか なの 、別れの挨拶の抱擁のようでもあり、砕かれたものがまた一つに ったようでもあり、永遠の別離へと誘う者に応え もあ まし 。　
気高い人たちは、忍耐強く［戦った］後の結末を知りたがりました。吉
報をもたらす伝令たちが疾風となって、勝利の風ととも 吹き それから、奔流がその大波に加勢し ［正しい信仰とそ でないものを］見分ける力が心を磨き上げ、決意が［信仰 ］精髄を純粋にしまし 。そして神の助けの言葉が語られました。 「さ、門から入ってそいつ に攻め掛かれ
（
76）」 。そうして、不信仰者の集団は、大きな刃の鎌に刈り取られることに
なりました。彼らの兜は、それをかぶって安全と思っている たちをあっさりと裏切り、彼ら 頭は容赦なく落とされまし 。多く 旗が［コルドバへの］道に立ちはだかる塔
（
77）や城壁の上に高く翻りました。
//p.204// 我ら
には知り得 い［神の］定めゆえにそれ以上 攻撃はできませんでした 、もしそうでなかったら、町 上には破滅の翼がはばたい こ でしょう
（
78）。
　
それから我らはコルドバの川を渡りました。そして神の手によりその町
に厳しく圧力を掛け、包囲を狭め、腰 周り 真珠のように町 周りを白い天幕で取り巻きました。我らは数日間コルドバに留まりました。その間、鷲のごとき軍旗が獲物の上を回 ながら飛んで、大木 向かって破滅を投げかけ、町の各地区に火をつけました。雨によって妨げ れなければ、我らはあの故地の征服とい 目的を達成できたことで ょう
（
79）。そこで、果
樹を根こそぎにし作物を引き抜くことでコルドバを馴致し、その地の作物
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や住居に対して手当たり次第に風のような襲撃を続けようと我らは考えました。それは、イスラームがコルドバを味わい、またコルドバにある［ムスリムの］遺産がふたたび神の恵みを享受できるようにするためでした。いくつもの喉を切り裂き、破壊の
石いしつぶて
礫
を追い立てられるべき敵に投げつけ
た後で、コルドバの地から大勢が一斉に動き出しました
（
80）。我らの背後で
は、集められた敵 家畜が海の波のよう 押し合いへ 合いしていました。　
我らは、コルドバの広大な果樹園と海のように続くブドウ園を、債権者
が債務者を責め立てるようなやり方で荒らしました。 の豊かな光景をいまわしい光景とおきかえ、我らの主が「そこに災害をお放ちになったので」 「朝になって見たら、すっか 摘み取った跡 ように
（
81）」なりまし
た。ふさふさとした髪を剃り上げるように、生い茂っ いた樹木に火を付けて丸裸にし、
//p.205// コルドバの斜面のいたるところに煙雲が立ちのぼり
ました。その香りはガミームの戦い
（
82）でのバーンの木を思わせます
（
83）。我
らは、襲撃の風を送り込み、 「それに吹かれたも は何一つ残 ず、みなぼろぼろになっ
（
84）」しまいました。
　
その後、我らは、剣が刃を振りかざすように川が水位を上げて恐るべき
状態になるのを目の当たりにしました
（
85）。我らが困っていると神が川を静
めて下さり、そ 機会を捉えようと人々 渡し場で動き出しました。は、川の流れという質問者 つかわして、ユーフラテス川の息子アサ
（
86）
に尋ねました。すると彼は、渡河する方がよいと う法的見解を出しまた。その結果、略奪取り放題の状況があ り一帯に広がりました。守てい ものは辱 られ、村は略奪され、砦は破壊され 木の根は引き抜かれ、枝は粉々に砕かれました。我らは、今日にいたるま コルドバへ 襲撃をやめることはなく 朝駆けしては惨めな状態 し、渋面の日に大笑いをする白い星々をそ 町の上に昇らせるのです。　
今やコルドバは、絶え間なく馬の駆け回る場所であり、槍の穂先が刺
さったままの場所であり、 してまた 荒 果てた廃墟におい 悲 みが繰り返される場所なの す。クルアーンを山に落 せば山が恐れて畏まり粉々に割れてしまうようなお方（神）
（
87）の力をもって、
//p.206// また、暴君
たちがそのお力ゆえに恐れ入って従うよう お方（神）の威光をもってあたかもコルドバは身を低くしてムハンマド 呼びかけ（イスラーム）急ぎ向かったようでありました。　
我々は帰還しました。旗はたたまれて再び開かれることはなく、戦士た
ちの顔は喜びにあふれて厳しい表情が混じることはなく、人々の手は固き絆（信仰）
（
88）をしっかりと握り、人々の舌は神の恩寵への感謝を語り、剣
は鞘という寝床で煩悶し、鎖帷子はすっかり古びています。駿馬は借金が返されるように馬小屋へ返されることにいらだち、怒りをこらえて涙にむせび泣いています。 たちは我々に非難のまなざしを向け、武装［した兵士］を乗せて堂々たる走りを見せていた戦場や牧地を離れ、子供たちが学校へ戻るのと同じように［いやいや］戻ります。太鼓は栄光の言葉で鳴り響き、触れ役は決然と賞讃すべき帰還を告げ 槍はその戦いの後ではめったにしなることはなく、戦利品を分配する者は面前に稀有な価値 捕虜を並ばせ、報酬の水場にやっ 来 者は追い払われることも放っておかれることもなくいつまでも水 飲み続け、冬の後に次の季節がめぐってくるように［次の出番を待つ］同胞たちは望みの品をせがみます。神は難事を容易にし、望み通りの恩恵を与え こ ができるのです。そのお方以外に神はありません。　
我らにとって、神の優しき恩顧は何と美しく、神の隠れたる恩寵はなん
と惜しみないことでしょう。
//p.207// おお神よ、我らはあなたへの賛美を数
えつくすことはできません。あ た おいて他の者へと庇護を求めはしません。あなたのもと以外で現世と来世 幸せを願い しません。それゆえ、無から創り出しまたそれを繰り返すお方よ
（
89）、我らを常にご加護下さい。
生けるお方にして永遠にあり続けるお方、望むことを何でもなすお方よ、次々に増えていくようなやり方 あなたから 恩賞 通し 我ら 助け下さい。　
あなた様（ハフス朝君主アブー・イスハーク）の幸いなる書簡が我らの
もとに届いたのは、遠くまで評判がひびき彼方の人の目にまでう る勝利と、塵にかすむ星よりもさらに上に どまる誇 とを［我 が］獲得したのと時を同じくして ました。我らは、その叶いがた 望みがついに叶ったことに驚きました。そして言いました。 「恩恵は到来した 足元にある」 。すなわちキリスト教徒の王
（
90）は、いくつかの砦をまとめて我らに［引
き渡し］厚意を示したので 。そ 砦はかつてイスラーム 王国から奪われ、そこの神の家（モスク） は偶像が据えられ いました。神 、悪臭にかえて芳香を、三位一体にかえて唯一神信仰を、 の努力を用 てそこに置きますように。不在だった父が愛 い娘たちのもとへと戻り、息災だったかと尋ね、まぶたにあふれる情愛こもっ 涙をぬぐっ やるように、
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イスラームはそれらの砦のもとに戻ってきました。それは、我らが経験した時代の中では、ルーム
（
91）がめったに歩むことのなかったみじめな道であ
り、稀な出来事の中でも特に稀なことでした。神が、我らとあなた様に、絶えず惜しみなく贈り物を与えて下さいますように。そして我らを［礼拝において］身をかがめ平伏する者として、 ［神への］感謝のミフラーブの前に置いて下さいますように。　
まだ説明すべきこともありますし、 ［説明しようとすれば］神がそれを容
易に達成させてくれるかも知れませんが まずは我らはあなた様 諸々状況をかいつまんでお知らせ ました。
//p.208// それは、あなた様の信仰心
に神が与え給うたことを語ることであ 様に喜んでいただき、唯一神信仰の栄光という冠をあなた様の額にかぶせ、そしてあなた様 ために祈願をしてアーメンと言うためには、細部までくまなく述べるのは困難だからです。信徒が同胞のためにひそやかにお なう祈願とは、鋭い武器であり豊かに与えて下さるお方（神）からの望み通りの贈り物をねだる時にはそれをまちがいなく保証するものです。あなた様は、敬虔さを分かち合い、心の奥の純粋さで神に接する人のなかでも、 ［祈願 ］もっともふさわしい人です。あなた様の一族 由来する美徳はどこ あっても 一族の ち生きている方たちの特質 あり、亡くなった方 ち 遺産です。あ た様には古くからの地に足ついた美質があります。カリフ位 落ち着く場はなた様のイーワーンであり、マーリク師――神が彼を嘉し給 ますように――の弟子たちが住み着いた場はあなた様 カイラワーン
（
92）です。説教壇
では常にイマームとしてあな 様 名が唱えられ、唯一神信仰
（
93）とはあな
た様の旗印を喧伝すること り、不信仰に対する名高い出来事
（
94）はあな
た様の治世に関連することであり、高貴な教友 ちはあなた様 国土 征服し切り開いた人たちであり
（
95）、 「真偽を分かつ人」――彼の上に平安があ
りますように――の後裔
（
96）はあなた様の権威と深く結びついています。我
らはもっとあな 手紙の恵みを得たいと思いますし、もっとあなた様の側近くにあり いと思います。事情が許せば、 御門にさら多く ことをお知らせしたことでしょう。　
手紙では目に見えないものをお伝えすることはできませんが、力強く至
高なる神が、我 に代わって、あなた様に かるべき謝意を伝えることを引き受けて下さるでしょう。神は 事績が残るようあな 様にご長寿を賜ることでしょう。そして肉体ではなく魂 場（来世）においても、多くの
人があなた様を愛するようにして下さるでしょう。かのお方は――讃えあれ――、 に幸いをもたら 、あなた様の栄光を守り、あなた様のもとに恩寵を絶えず与えて下さるで ょう。　
すばらしい平安が、かぐわしく純粋で祝福され優しく遍き平安が、特に
あなた様にたっぷりと届きますように。そよ風が吹いて葉を落とし、
//
p.209// 微笑むように光る稲妻がまだつぼみの花に雨雲の杯を回した後、な
んと高く朝日は輝かしい顔 上げるのでしょう。神の慈悲と恩恵がありますように。
︻イブン・ハティーブからイブン・ハルドゥーンへ子息誕生を祝う書簡︼　
イブン・ハティーブはまた、私の息子の誕生を祝福し、その誕生の知らせ
が遅れたことを咎める手紙を私に送って寄こした
（
97）。
おめでとう。アブー・ファドル・リダー、そしてアブー・ザイドよ
（
98）。
　
あなたは恐るべき不正や欺瞞から保護されました。
ご子息
（
99）は、幸運の星が昇り、末長く幸福な人生を送ることでしょう。
　
彼はアムルやザイドのような並の人間ではありません。
神への感謝によって神の恩寵をつなぎ止めておきなさい。　
神の恩寵という野生の動物は、感謝という枷以外は拒否し す。
　
ようこそ、学校で 星のように輝き、ゆくゆくは高位に登りつめる者よ
また、怒れる時代を鎮める者にして、木星と水星
（
100）のもとに生まれたる者
よ。いらっしゃい、最も幸いなる時に昇ってきた星にして、最も見晴らしの良い場所で輝く星よ。こんにちは、吉報と、家族や一族の栄光、及びホスローやアルダシール
（
101）も手にすることができなかった誇り高き王冠とを
豊富に持つ者よ。
//p.210//　
　
今やハドラマウト族
（
102）の住処はこの騎士によって支えを得ました。家畜
は、この見張り 保護の下、安心して思うままに草を食べました。周転天球
（
103）のごときマドラサの車座
（
104）は、太陽［のようなご子息］
（
105）によって幸
運を得ました。そのすばらし 果実は木を植えた人の目を喜ばせました。アービリー
（
106）の知見もイブン・ダーリス
（
107）の探求も、見下されるほどでし
た。世の難問に 警告が発せられました。 「貴女はなんと長 間 隠れ い
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ることに慣れ親しみ、諸々の知性に対して、力を行使してきたことでしょう。しかし今は、貴女の保護地からすべてを奪う襲撃に備えなさい、いっそのこと貴女の赤い唇を独り占めするこの勇者の仲間になりなさい」 。　
なんとすばらしい占星図
（
108）でしょう。その中では木星が祝福し、祝って
いました。彼の寿命は、その［四年 ］養育年
（
109）に対して十分であり
（
110）、
［養育年を超えて生きることを］保証していました。水星は、占星図に向かって、喜びの衣を身にまとって、裾をひきずりながら自慢げに歩きまわっていました。そして、区界
（
111）がはっきりとし、
//p.211// 顔
（
112）は喜びに輝
き、三角宮
（
113）は幸運を期待し、またそれを望んで互いに競っていました。
［星の］家
（
114）は、その宿命を告げました。
高シャ
貴
なラ
人フ
（
115）の視線は、眉毛で合図
をしていました。交替する光輝星
（
116）は、悔い改めて、辞去する言葉を述べ
ながら、急ぎ帰ろうとし いました。子供たちの家（バイト・アルバニーン）
（
117）は、子をもたらす宮
（
118）を独り占めにしていました。月の歩みは、
ジャウザヒッルの頭とティンニーンの尾
（
119）を踏み越えていました。
//p.212//
年の回帰
（
120）は、占星図の中で出自の判断と完全に一致し、この新生児は数
ある誕生時
（
121）の中で父親の寿命との関係を明らかにし、数百度の角度
渡っていました。
二
サアダーン つの幸運の星
は、新生児の一〇番目［の家］
（
122）と一体
となるように重なりました。レグルス
（
123）は、彼の中心からわずか一分のと
ころに位置し、彼 敵の家
（
124）に備わっていた憎しみと妬みを奪いました。
動タスイール
点
（
125）の道という道は、お出かけになる御主人様の前を清めるように、清
められました。老人は梯子から井戸に落ち
（
126）、土星
（
127）は大いなる害
（
128）の方
に追いやられていました。何故、高みが得られず、王冠が載せられないということがあろうか。　
木星は昇る星であり、太陽はハイラージュ
（
129）であるのだから
//p.213//
幸運の星が、喜び楽しみながら占星図の馬場 中を走り回り　
巡る天球は良く走る馬であるのだから。
　
あなたのご子息は――神が彼をお導き下さるでしょう――揺りかごから
［神の］正しい道へ、腕に抱かれた状態からからペンを思いのままに駆使する状態へ、また乳母の背中から一足飛びに［神の］お導きを受ける究極の場所に移ることが目に浮かぶようです。神が保護を彼の上にお守りとして置き給いますように。また、彼を妬む者たち は、食するこ が禁じられ
ている「絞め殺された動物」 、 「角で突き殺された動物」 、 「墜落死した動物」 、 「打ち殺された
（
130）の肉の分け前を与え給いますように。神が急
ぎ満ちてゆく彼という新月を、また満ちた後の彼をも保護し給いますように。彼がその父と母を喜ばせるよう神がお計らい下さいますように。　
しかしながら私は――神が貴兄をお許し下さるでしょうが――［神への］
感謝のために身をかがめ、平伏して祈 ものでありますが、非難し咎めるものであります。私にこの知らせを伝える便りがしたため れ その手紙を送ることがおろそかにされるはずはないと私は思ってい した。ですが、事態は正反対のものでした。満足していた状態は揺らいで ま今回たまたま起きたことは、本来あるべきこ で でしょう 。//p.214//
　
考えられる理由は、はっきりしています。二つのうちのどちらかである
ことは間違いあり せん。一つは公正さが無かったか でしょうか。しかし、綱をより合わせるように、 ［ なたが］私を気に けて ることや、ジズヤも屈従も入 込まない平和の約束を交わしているのですから、それはあり得ません。二つは［あ が私から］どれほど恩恵 受けてきたか、ご存知なかったからでしょうか。しかし［私が に対して］どれほどの権利を持っている ご存知であり、 ［あなたは］駄々をこね こともなく、満足していることを考えれば、それも あり得ません。 のような次第で よくわからなくなってしまったのです。せめて納得 いくよう事情を説明して下されば良かったの しょうが。　
もしも私のような者が、しかるべき恩恵にふさわしい高貴なるあなた様
への神の御恵み［息子の誕生］につ て知 されなけ ば、誰がその知らせを受け取るのでしょうか。また、高貴 るあなた様の衣装は誰に対して披露され、広げられるの ょうか。あ た様は、 ［こちらの］消息ばかり尋ね、うわべだけ 付き合いを飾り、払うものも支払わず、 そ 実］あなた様の傷は癒えぬまま異国の地に居ることにすっかり慣れてしまい し暗闇は［あなた様の］胸全体を包 込んでいると う に は悲しみを［自ら］慰めています。　
また、 ［人と人との友誼における］もろもろの権利を忘れなければならな
い時が来たとしても、私 決して忘れることはありません。また、天も地も私に不利な証言をすること ありません 私が貴兄に対してしか べき行為をしていないとしても、希望、期待は持ち続けて下さい。私には 貴
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兄に対する称賛をはっきり述べる理由となるだけのラクダがいるのです
（
131）。
　
私は、威厳あり至高なるお方（神）にお願いします。彼自身（イブン・
ハルドゥーン）と財産及び息子たちのことで喜びをもたらして下さいますように。また、ハイラージュの贈与の最大のものを彼の最も小さい年となし給いますように。そして、北天 星々 肩という肩に 願いという剣帯をおかけ下さいますように。　
もしも貴兄が、
//p.215// 友の状況を知りたいと思ってくれたならば、良き
隠遁
（
132）のような状態であり、神からの雨雲のような慈悲を得た状態であり、
また慈雨の前触れである稲妻
（
133）のような状態であり、 「ヒシャームよ。汝の
背後にあるも を語 」
（
134）と言われるような状態です。以下のように語る
とは、我々の師
（
135）はなんとうまく言ったものでありましょうか。
もしも私が、我が心を最も気にすべきことに向けなかったとしたら、　
私に神のお恵みなどありませんように。
もしも、信仰一筋の隠遁生活以外が私の気がかりであったと たら、　
神が私の心配ごとをお増やしになられますように。
　
もしも貴兄が、有り難くもご自身と幸運 るご子息の様子について、そ
れとなくお伝え下さいましたならば この上なく善きこと り、私が見ている時には、その瞳の中にいつも貴兄がおります。平安がありますように。
（
6） 原文は「同じ分だけある」 。
（
7） 「境域 （
thughūr ） 」という語に「前歯」の意味もあることを利用した表現。 「磨き
残さず、細大漏らさず」の意。
（
8） 『クルアーン』第六一章第一〇節。
（
9） ここから、書簡は七六七／一三六六年から七六九／一三六八年にかけてナスル朝がキリスト教徒に対してお めた数々の勝利についての描写にうつる。この一連の戦いは、カスティーリャ王ペドロ一世とその庶兄エンリケとの間の内紛に乗じたも で、前者への支援を名目としておこなわれたものである。イブン・ハティーブは七六九／一三六七年付けのイブン・ハルドゥーン宛て書簡でもこれらの軍事行動について書き記している。 「 自伝５」 、八五頁参照。
（
10） 「触れようとする者の手を払いのけない」とは、ふしだらな女の形容詞だが、ここでは無防備で攻撃に弱い様子の譬え。
（
11） 美味しい水の譬え。
（
12） 神の道のために戦ったこ を指す。返済として来世での楽園が与えられる。
（
13） 『クルアーン』 「お前の方から公平に契約を叩き返してやるがよい （ 八章第五八節） 」をもじった表現。
（
14） 「天の帳簿に書き付けて下さい」の意。
（
15） グラナダ北西の町。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁 註五〇参照。イスナハルについて、イブン・ハティーブは他の著作でも「上空を旋回する猛禽、眼下を見下ろす隼 （
al-jāriḥ al-m
uḥalliq w
a al-bāzī al-m
uṭill ） 」 「上空を旋回する猛禽
のごとくムスリムの土地を見下ろす （
al-m
uṭill ‘alay-hā iṭlāl al-jāriḥ al-m
uḥalliq ） 」な
どと表現している （
Ibn al-K
haṭīb, al-L
am
ḥa al-B
adrīya fī al-daw
la al-naṣrīya, B
eirut, 
1978, p. 115; Ibn al-K
haṭīb, R
ayḥānat al-kuttāb w
a nuj‘at al-m
untāb, ed. M
uḥam
m
ad 
‘A
bd A
llāh ‘Inān, 2 vols., C
airo: M
aktabat al-K
hānjī, 1980-81, vol. 1, p. 147 ） 。この町
がグラナダ盆地北西にそびえる山岳地帯に位置し、キリスト教徒の対ムスリム襲撃部隊の基地となっていたことを示す表現であろう。
（
16） 現在のどこにあたるかは不明だが、 盆地 西 出口ロハの近辺に位置すると考えられる。 「イブン・ハルドゥーン自伝５ 、九七頁、註五五参照。
（
17） 難解な箇所。 「敵の援軍が来ていた」という意味か、あるいは 同じ運命に遭わせた」という意味か。
（
18） 刊本では「競い合うもの （
m
usābiqa ） 」に属格であることを示す符号がついてい
るが、文意が通らないため、 「穴をあける （
baqara ） 」の主語として訳出した。
（
19） ハンダクの戦い （六二七年） に際して信徒達が塹壕を掘っていたところ、つるはしの歯が立たない巨岩が出てき 。しかし、預言者ムハンマ が巨岩を叩くと、
　︻註︼
（
1） 原文は
al-nuṣū ṣ 。イスラーム法の解釈に際して典拠となる明文のこと。
（
2） 人間が神の命令通り敬虔な行いに励み、神が対価として恩寵をもたらすという契約関係を、売買の取引にたとえた表現。
（
3） 『クルアーン』第四章第四〇節、第一〇章第六一節、第三四章第三節などに「蟻一匹の重さ」という表現が登場する。
（
4） ガフラ （
ghafl
a ） とはクルアーンに出てくる言葉で、終末の日が近づいてい こ
とにうかうかと気付かず、神の警告に耳を傾けない状態を差す。
（
5） この挿入句は難解。神の教えに背いたまま人生を無駄に終えてしまったら、終末の日に墓から蘇って最後の審判を受けるときに地獄行きは間違いない、という意味か。
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割れたという。このとき預言者の歌ったラジャズ詩が、スハイリー（一一八五年没）の
al-R
aw
ḍ al-ʼU
nuf に伝えられている。また、イブン・イスハークの
al-Sīra 
al-N
abaw
īya
には、塹壕を掘るときに信徒達がラジャズ詩を歌い、預言者が調子
を合わせたという話も伝えられている （イブン・イスハーク著、イブン・ヒシャーム編註、後藤明・医王秀行・高田康一・高野太輔訳『預言者ムハ マド伝』全四巻、岩波書店、二〇一〇―一一年、第三巻、四―五頁参照） 。
（
20） マラガとロンダを結ぶ途上の町。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁、註五一参照。
（
21） このとき、ナスル朝領域西方のロンダおよびマラガの人々が招集されたという。Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa fī akhbār G
harnāṭa, ed. M
uḥam
m
ad ‘A
bd A
llāh ‘Inān, 4 vols., 
C
airo: M
aktabat al-K
hānjī, 1973-78, vol. 2, p. 78.
（
22） ブルゴの周辺も制圧したということか。
（
23） セビーリャ 南約三
〇
キロメートルにある町。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、
九七頁、註五六参照。
（
24） ヒムス （ホムス） はシリアの主邑の一つ。ウマイヤ朝末期の八世紀半ばにシリアからアンダルスに到来したアラブ将兵のうち、ヒ ス軍団はセビーリャとそ 近郊を入植地として割り当てられた。 （関哲行・立石博高・中塚次郎編『世界歴史大系
　
スペイン史一
　
古代―近世』 、七六頁
; 「イブン・ハルドゥーン自伝１」 、
五四―五五頁、註二六参照） 。
（
25） 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、八五頁に、捕虜五〇〇〇人を取ったとある
（
26） アラブ社会には、 「朝になれば人々は夜旅を褒める （＝苦労して得た成果は賞賛される） 」という諺があった。
（
27） グアダルキビル川中流域の都市。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁、註五七参照。
（
28） 装備・糧食・騎獣などの準備を整えてやった、の意。
（
29） 「目指しました」と訳した
ʻanay-nā （原義は「意味する」 ） は、この書簡を引用す
る他の複数の著作によって異同がある。この書簡の引用については、 「イブン・ハルドゥーン自伝６」 、四四頁、註三五参照。
（
30） 女性用のアクセサリーで、首の周り （肩の上） に巻くベルト状の革製品。
（
31） アルタイルはわし座のα星 アラビア語
al-ṭāʼir 「はばたくもの」が語源。
（
32） うしかい座α星 ークトゥルスは で
al-sim
āk al-rām
iḥ （槍兵のスィ
マーク） と呼ばれ、その勇ましい名前が「復讐を果たします」の連想に繋がっている。
（
33） いて座の幾つかの星を合わせて、駝鳥の 々（
al-naʻā’im
） と呼ぶ。
（
34） 「幸福の矢」と訳した
sahm
 al-saʻāda は「幸運籤」とも呼ばれ、太陽から月までの
宮の順方向に等しい距離だけ、上昇天から宮の順方向に離れた天球上の位置を表わす。ビールーニー著、山本啓二・矢野道雄訳「占星術教程の書 （３） 」 『イスラーム世界研究』第六巻 二〇一三年、五一〇―五一一頁参照。
（
35） 引用によって、
khayl （馬） 、
ḥiyal （策略） 、
ḥabl （糸） などの異同がある。
（
36） 原文は
al-ṭāliʻ （東の地平線と黄道の交点＝アセンダント） 。
（
37） 占星術のホロスコープを作成する際に、アセンダントを起点として円周を十二分割したものを家 （ハウス） と呼ぶ。第一〇の家は天頂付近にあたる。
（
38） 占星術において、代表的な「幸運の星 （
al-suʻūd ） 」は金星と木星。
（
39）
al-dhirā‘ bayna al-niṭāq. niṭāq
は帯の意だが、オリオン座の三つ星、もしくはその
うちの一つの星のこと （鈴木孝典「アブドゥッラハマーン・スーフィーの『星座の書』における「オリオン座」および おおいぬ座」 ・ 「こいぬ座」の記述」 『東海大学文明研究所紀要』一三、 一九九三年、一二六頁） 。 方
dhirā‘ は腕の意だが、
オリオン座の北に位置するふたご座のα星およびβ星のカストルとポルックスことも指す （堀内勝「星と動物１」 『
A
R
EN
A
』一〇、 二〇一〇年、五六―五七） 。
「帯」と「腕」の正確な関係は不明だが、ハエンの城砦は町よりも約二〇〇メートル高くそびえる山 上に築かれており、その高さを星にまで届きそうであると形容した表現であろう。なお、 帯の中の星の花々
azhār al-nujūm
 bayna al-niṭāq 」
とする引用もある （
Ibn al-A
ḥm
ar, N
athīr farā’id al-jum
ān fī naẓm
 fuḥūl al-zam
ān, ed. 
M
uḥam
m
ad R
iḍw
ān al-D
āya, B
eirut: D
ār al-T
haqāfa, 1967, p. 277 ） 。
（
40） 『クルアーン』第九五章のこと。ハエンの平野に育つイチジクとオリーブをかけている。
（
41） 『クルアーン』第三章第一二一節に「お前 （ムハンマド） が暁に家族のもとからいで立っ 、信者たちを戦闘配置につかせた時のこと （
tubaw
w
i’u al-m
u’m
inīna 
m
aqā‘ida lil-qitāli ） 」とある。
（
42）
rak‘atā al-qudūm
. ラクアとは礼拝を構成する一連の動作の最小単位のこと。元来
は礼拝の際に腰を屈めることであり、ここでは投石機の姿を描写した表現であろうか。なお、預言者ムハンマドは旅から帰る （
qudūm
） と、まずモスクに入って
二ラクアを行っていたという （
M
uslim
 ibn al-Ḥ
ajjāj, Ṣaḥīḥ M
uslim
, ed. A
ḥm
ad S
ham
s 
al-D
īn, B
eirut, 1998, vol. 1, p. 401 ） 。
（
43）校訂者は、第一の存在とは目で見たり触ったりすることができるも であり、第二の存在とは意識の中のものであると解釈し、かつては現実の存在だったこ町が、意識の中にのみ存在しているものになって まったという意味だ 考 ている。
（
44） 「イブン・ハルドゥーン自伝６」 、四九頁、註一〇四参照。
（
45） 二年前の七六七年ムハッラム月／ 三六五年にキプロス王国のキリスト教徒が
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アレクサンドリアを襲撃した事件のことを指す （
cf. al-‘Ibar, vol. 5, p. 454; 「イブ
ン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁、註五七） 。
（
46）
al-F
ijār. 六世紀末のアラビア半島で繰り広げられた部族間抗争。フィジャールと
は「禁忌を破ること」であり、戦いが禁止される神聖月におこなわれたので、こう呼ばれる （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd. ed., article on “F
idjār” ） 。ここでは、同じ
く神聖月におこなわれたキリスト教徒によるアレクサンドリア襲撃になぞらえられている。
（
47）
aw
fāq （単数形
w
afq ） 。正方形に並べたマス目の中に、縦・横・斜めの和が等し
くなるように数字 （あるいは数価を持つ文字） を書き入れたもの。魔術的な力を有すると考えられ護符などとして用いられることも ったが、イブン・ハルドゥーンはその有効性に否定的な見解を示してい （ 『歴史序説』第三巻、三九五、 四〇一頁
; Edm
ond D
outté, M
agie &
 religion dans l’A
frique du nord, A
lgiers, 
1908, pp. 191-195 ） 。本文中の「一致する」とは、縦・横・斜めの和が等しいとい
うことであろう。
（
48）
ḥum
alā’ rifq. 「運ぶ者」と訳した
ḥum
alā’ は、
jum
alā’ とする引用もある。正確な意
味はよく分からない。
（
49）
al-ṣuhub al-sibāl. 元来は赤ひげが多いとされるギリシア人を指す表現で、転じて
アラブにとっての敵を表すよ になった （
E.W
. Lane, A
rabic-E
nglish L
exicon, Lon-
don, 1877, p. 1737 ） 。
（
50）
hindām
. 「均整」 「対称」が原義だが、イブン・ハルドゥーンはてこの原理を応用
して重いものを動かす器械として、この語を用いている （
P
rolégom
ènes, vol. 2, p. 
323; 『歴史序説』第三巻、七四頁。
cf. R
. D
ozy, Supplém
ent aux dictionnaires arabes, 
Leiden, 1881, vol. 2, p. 774 ） 。
（
51）
U
bbada （現
Ú
beda ） 。ハエンよりさらにグアダルキビル川をさかのぼった所にあ
る町。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁、註五八参照。
（
52） 「双翼」 「二人姉妹」は、ハエンとウベダの町のことを指すように読めるが、ウベダの隣町バエサを指す可能性もある。その場合は、前段落 表現をうけてこの地域の主要都市であるハエ を母と見なし、ウベダとバエサがそ 娘たちと解釈できる。
（
53）
m
utadayyirī-hā. 動詞
tadayyara 「～を住居とする」の能動分詞。ただし、校訂者は
註の中で「修道士たち」と解釈しており、こちら 解釈も可能性がある。
（
54） 一三六八年初頭、カスティーリャ王ペドロ一世は、庶兄 リケ二世派が支配するコルドバを攻撃す 際に、ナスル朝のムハンマド五世に支援を求めた（A
ḥm
ad M
ujtār al-‘A
bbādī, E
l R
eino de G
ranada en la época de M
uḥam
m
ad V, pp. 77-
82 ） 。なお、既出の七六九／一三六七年付けのイブン・ハルドゥーン宛書簡でも、
キリスト教徒に対するナスル朝の一連の攻勢の描写があるが、書簡が書かれたのがコルドバ攻撃の前だったので、ウベダ攻撃の記述で終わっている。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、八五頁。
（
55）
al-zahrā’. コルドバ郊外に後ウマイヤ朝カリフ・アブドゥッラフマーン三世が
一〇世紀半ばに建造した宮廷都市マディーナ・アッ＝ザフラー（ 「花々の町」の意） のことを示唆している。
（
56） かつてコルドバを支配していたイスラーム勢力のことを示唆する表現であろう。
（
57） コルドバの南を流れるグアダルキビル川には、ローマ期に建造された大きな橋がかかっている。そのアーチをやせたラクダのくぼんだ腹になぞらえている。
（
58）
al-‘Ā
m
irī. 一〇世紀末にハージブとして後ウマイヤ朝の実権を掌握したムハンマ
ド・イブン・アビー・アーミル、別名マンスールのこと （在任九七八～一〇〇二年） 。王家の出身ではない彼は、イスラーム支配者としての正当性を強調するため、イベリア半島北部のキリスト教諸国にたびたびジハードを実行した 彼がコルドバの東郊外に建設した新都マディーナ・ザーヒラは荒廃したが、大規模な拡張工事を実施したコルドバの大モスクは現在も残されている （関哲行・立石博高・中塚次郎編『世界歴史大系
　
スペイン史一
　
古代―近世』 、九一―九二頁） 。
（
59）
balāṭ al-W
alīd. ウマイヤ朝カリフ・ワリード一世が八世紀初めにダマスクスに建
設したウマイヤ・モスクのこと （
P
rolégom
ènes, vol. 2, p. 226; 『歴史序説』第二巻、
四四七頁） 。ここではダマスクスのモスクよりもコルドバ モスクの方が立派であると主張している。
（
60）
M
ālik lil-‘aql w
a ‘A
qīl. マーリクとアキールの兄弟は、三世紀のヒーラの王ジャ
ズィーマの近臣。行方不明になった王 甥アム を探 出したことで、王と親しくなった （
al-‘Ibar, vol. 2, pp. 260-261 ） 。
（
61）
khafīf yujāw
ir bi-thaqīl. 直訳すると「重いものに隣接する軽いもの」 。別の著作で
の引用 （
al-Iḥāṭa, vol. 4, p. 582 ）では
yujāw
abu
とあり、その場合は「重いものに
よって応えられる軽いも 」となるが、いずれにしても意味するところは定かではない。
（
62） アリフはアラビア文字の最初の文字で、縦線で書かれる。ハムザは声門閉鎖音を示す小さなアラビア文字で、しばしばアリフの上に書かれる。
（
63） アラブの社会では、古来より平凡な人間を指して、アムルやザイドのような者と言い表す習慣があった。
（
64） 「あらゆる獲物は、野生ロバの中にある （
kull ṣayd fī jaw
f al-farā ） 」という慣用句
があり、 「何でも含んでいて、他にはなにも要らないよう も 」の意。ありとあらゆる美徳を含んでいるコルドバのことを示して る。
（
65）
al-R
uṣāfa. 後ウマイヤ朝を建国したアブドゥッラフマーン一世が、故郷シリアの
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ウマイヤ朝の同名の宮殿をしのんで、コルドバ郊外に築いた離宮。シリアから取り寄せてこの離宮に植えた椰子をうたった彼の詩は有名。バグダードにも同名の宮殿がある。 （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-R
uṣāfa” ） 。
（
66）
dār al-salām
. 「平安の町 （
m
adīnat al-S
alām
） 」と呼ばれるバグダードのこと。ここ
ではバグダードよりもコルドバの宮殿の方が優れていると述べている。
（
67） ブハーリーのハディース集の中の「聖戦」の章に収録されている「馬の前髪には復活の日まで恵み 結びついている」というハディースをふまえた表現。ここでの恵みとは来世の報いと現世の戦利品のこ だという。 「傑出した者 ち」の章にも、 「馬 前髪にはよ ものが結びつけられている」あるいは類似のハディースが挙げられている。牧野信也訳『ハディース
　
イスラーム伝承集成』 、
中央公論新社 二〇〇一年、第三巻、一一九―一二〇、 四一五頁。
（
68） ジャーヒリーヤ時代の詩人イムルウルカイスの詩の冒頭部。ジャーヒリーヤ時代の代表的な詩を収めた詩集『ムアッラカート』にも収められている。ここで「恋人とその住まい」にたとえられているのは、キリスト教徒に奪われたコルドバのことであろう。訳文は、池田修「アルムアッラカート試訳」 『関西アラブ・イスラム研究』三、 二〇〇三年、一―一三頁による。
（
69） イスラームにおいて豚肉食が禁じられていることをふまえた表現。
（
70） 註四六参照。
（
71）
yaw
m
 D
āḥis w
a al-G
habrā’. アブス族カイス・イブン・ズハイルとズブヤーン族フ
ザイファ・イブン・ ドルの行なった賭馬競争 原因となり、両集団の全面抗争に発展したジャーヒリーヤ時代 戦争。ダーヒスとガブラーは、このとき 競争馬の名前。四〇年間に渡って続き、多くの要人が失われ とされる。
（
72）
yaw
m
 shi‘b Jabala. ジャーヒリーヤ時代の三大合戦の一つ。ガタファーン族の内
紛が周辺の諸集団を巻き込む戦争に発展して生じた会戦。アブス族 アーミル・イブン・サアサア族の連合軍が、ズブヤーン族とタミーム族の連合軍をアラビア半島中部のジャバラ渓谷に誘い込み 後者の軍勢は大敗を喫した。
（
73）
B
aṭn ‘Ā
qil. ジャーヒリーヤ時代に、無頼漢として名高いズブヤーン族のハーリ
ス・イブン・ザーリムが、 ーミル・
イ
ブン・サアサア族のハーリド・
イ
ブン・
ジャアファルを殺害した事件。集団間で大きな戦闘があったわけではない。
（
74）
yaw
m
 D
hū Q
ār. ジャーヒリーヤ時代の三大合戦の一つ。サーサーン朝ペルシア帝
国とアラブ諸族の連合軍を、バクル・イブン・ワーイル族が撃破した戦い。ムハンマドが預言者として活動してい 六一〇～二〇年代に行われたと推測されているが、ムスリムによる征服戦争の一環ではない。
（
75）
yaw
m
 al-K
adīd. ジャーヒリーヤ時代に、スライム族とキナーナ族の一部が争いと
なり、キナーナ族の勇士として有名なラビ ア・イブン・ムカッダムがスライム
族のヌバイシャ・イブン・ハビーブに殺害された事件。集団間で大きな戦闘があったわけではない。
（
76） 『クルアーン』第五章第二三節。モーセがパレスティナに攻め入ろうとした際、巨人を恐れてこれに従おうとしないイスラエルの民をたしなめて、敬虔な者二人が言ったという言葉。
（
77）
m
ustaṭraqa. 動詞
istaṭraqa の受動分詞で、直訳は「道をあけて通すよう求められた
塔」 。グアダルキビル川にかかる橋の南のたもとにそびえるカラオーラの塔のことを指していると思われる。川の南岸からコルドバ市内へ入るためには、この門を入って橋を渡る必要があった 現存する塔は、この戦いからまもなく てカスティーリャ王となったエンリケ二世によって、一三六九年に大規模な改修をほどこされたものである。なお、同じ書簡 他の引用では、
m
ustaṭrafa としてい
る。この場合は「逸品と見なされた」という意味になる。
cf. Ibn al-K
haṭīb, 
R
ayḥānat al-kuttāb, vol. 1, p. 199; Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 4, p. 584; Ibn al-A
ḥm
ar, 
N
athīr, p. 284.
（
78） イブン・ハティーブが起草したナスル朝からマリーン朝宛の書簡によれば、このときムスリム軍は攻城器械と人の配置の問題から戦闘を中断しなければならかった いう。
Ibn al-K
haṭīb, R
ayḥānat al-kuttāb, vol. 2, p. 19.
（
79） 雨によりコルドバ占領断念を余儀なくされ、代わりに周辺地域を荒らす方針転じたことは、註七八のマリーン朝宛書簡に 記されている。
（
80） ここでは巡礼を連想させる一連の語を用いながら、戦闘後の帰還の様子が描写されている。 「喉を切る （
naḥr ） 」は巡礼完了に際して羊などを屠ることを、 「石
礫 （
jim
ār ） 」は石投げの儀式を指す。また、 「一斉に動く （
afāḍa ） 」は、巡礼にお
いて群衆がある地点から別 地点へと集団で移動するこ 示す動詞であ
（
81） 『クルアーン』第六八章第一九―二〇節。
（
82）
yaw
m
 al-G
ham
īm
. ガミームはマッカとマディーナの間の地名。キナーナ族とフ
ザーア族の間で戦いがおこなわれた。 「フィジャールの戦い」の一部で、預言者ムハンマドが一四、 一五歳 （あ いは二〇歳） の時に起きたとされる。 『預言者ムハンマド伝』第三巻、二四四頁
; 第四巻、六一頁。
（
83） 『預言者ムハンマド伝』のガミームの戦いの記述では、バーンの木の香りについて何も語っていない。
（
84） 『クルアーン』第五一章第四二節。
（
85） コルドバの南を流れるグアダルキビル川が増水したことを描写している。
（
86）
A
sad ibn al-F
urāt. イフリーキヤにおける最初期のイスラーム法学者アサド・イブ
ン・フラート （八二八年没） の名をもじった表現。アサドは東方に学び 形成過程にあったマ リク派法学やハナフィー派法学を学んだ。帰国後、アグラブ朝に
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よりカーディーに任命された。さらに八二八年にはシチリア遠征軍の指揮官に任じられ、シラクーザ包囲中に没し （
E
ncyclopaedia of Islam
, three, “A
sad b. al-
F
urāt” ） 。彼の父の名フラートはユーフラテス川と同じ綴りであり、川からの連
想で彼の名が選ばれたのであろう。
（
87） 『クルアーン』第五九章第二一節をふまえた表現。
（
88） 『クルアーン』第二章第二五六節や第三一章第二二節に見られる表現で、それをしっかりと握っていれば安全が得られる把手、すなわち神からの保護を期待できる正 い信仰のこと。
（
89） 神が人類を創造し、終末に際して全ての人類を再び復活させることを指している。 『クルアーン』第二一章第一〇四節参照。
（
90） この書簡に記されている一連の戦いでナスル朝と同盟関係にあったカスティーリャ王ペドロ一世のこと。ペドロ一世は支援の代償としてナスル朝に四つの城
 
砦を引き渡した （
A
ḥm
ad M
ujtār al-‘A
bbādī, E
l R
eino de G
ranada en la época de 
M
uḥam
m
ad V, p. 82 ） 。
（
91）
R
ūm
. 「ローマ」を語源とする語で、マシュリクではビザンツ帝国 ギリシア人
を指すのが一般的。 かし、マグリブやアンダルスでは、漠然とキリスト教徒を指す際にも用いられる
（
92）
Q
ayraw
ān-kum
. カイラワーンはイフリーキヤ中部に位置する都市で、六七〇年、
アラブ・ムスリム勢力が最初にマグリブに建設 た都市。マーリク派法学をはじめとするイスラーム諸学問の一大中心地として発展し 。当時は、こ 書簡の宛先であるハフス朝の支配下にあった。
（
93） ハフス朝が、唯一神信仰 （タウヒード） を強調するムワッヒド朝の後継者を自認していることを念頭においた表現であろう。 「イブン・ハルドゥーン自伝２」四五頁、註一四参照。
（
94） 具体的にどの出来事を指しているのかは不明。この書簡の宛先であるアブー・イスハークの治世には、特に目立った出来事はないが、フランス王ルイ九世によるチュニスへの十字軍 （一二七〇） など、ハフス朝下で起こったキ スト教徒関連の事件全般のことを示しているのでは かと思われる。
（
95）ハフス朝が支配するイフリーキヤが、預言者ムハンマドと直接に接したイスラームの第一世代である教友たちによってイス ーム支配下に入ったことを示す。一方、ナスル朝の支配するアンダルスの征服は教友に続く第二世代以降の人々によって行われた。
（
96）
sulālat al-F
ārūq. 「真偽を分かつ人 （ファールーク） 」とは、第二代正統カリフ・ウ
マル・イブン・ハッターブの異名。 フス朝の名祖アブー・ ・ウマルは、アトラス山脈西部に住むマスムーダ系ベルベル ヒンタータ族の出身だっ が、
名が同じことからハフス朝下では第二代正統カリフ・ウマルの系譜に連なるとされていた （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 275 ） 。
（
97）イブン・ハルドゥーンは、本書において、この書簡を途中から引用している。書簡の全文は、イブン・ハティーブ自身が書簡集の中で引用している （
Ibn al-
K
haṭīb, R
ayḥānat al-kuttāb, vol. 2, pp. 176-179 ） 。
（
98）
A
bā al-F
aḍl al-R
iḍā w
a A
bā Z
ayd. アブー・ザイドは、一般に知られているイブン・
ハルドゥーンのクンヤである。ファドル・リダーについては、この時に生まれた子の名前と解すべきか、それとも「神に嘉せられた美徳の持ち主」という意味に解すべきか不明であり、両方の可能性がある。しかしながら、現時点では、イブン・ハルドゥーンの息子 名前としては、一三八四年のチュニスからエジプトへ向かう途上の難破事件から助かったムハンマドとアリーが知られているのみである （
Ibn K
haldûn, T
he M
uqaddim
a. A
n Introduction to H
istory, tr. Franz R
osenthal, Princ-
eton U
niversity Press, 1967, vol. 1, p. xlvi ） 。従って、イブン・ハルドゥーンにファ
ドル・リダーという名 子がいた どう につい は、今のところ確たる史料的裏づけがない。そこで本書では、原文どおりに訳出しておいた。
（
99） この二行は、イブン・ハティーブが星占いによって の息子の運勢を占った結果を伝えたものである。
（
100）
al-M
ushtarī w
a al-K
ātib. al-M
ushtarī は木星、
al-K
ātib
は水星 （
‘uṭārid ） を指す。木星
は、イスラームの占星術では、幸運の星である。木星が幸運 星である う観念は、イスラームに限らず、古くはバビロニア、インド、中国にも認められる。また、マグリブの人々は、水 を
al-kātib
と呼ぶ。水星はイスラームの占星術で
は、他の惑星との関係次第で幸運の星にも不運の星にもな と う性質を持つ（Jam
āl al-D
īn al-W
aṭw
āṭ M
uḥam
m
ad ibn Ibrāhīm
 ibn Y
aḥyā al-K
utubī, M
anāhij al-fikr 
w
a m
abāhij al-‘ibar, ed. F
uat S
ezgin, F
rankfurt: M
a‘had ta’rīkh al-‘ulūm
 al-‘arabīya w
a 
al-Islām
īya fī iṭār Jām
i‘āt, 1990, vol. 1, p. 26; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on 
“al-M
ushtarī”, “‘U
ṭārid” ） 。
（
101） ホスローもアルダシールもサーサーン朝の皇帝の名前であるが、ここでは特定の人物ではなく、サーサーン朝の皇帝一般 ことを指している。
（
102）
al-Ḥ
aḍram
īya. イブン・ハルドゥーンとその一族を指す。イブン・ハルドゥーン
の祖先は、ヤマンのアラブ （南アラブ） に属するハドラマウト族 出身である。「イブン・ハルドゥーン自伝１」 、四九頁。
（
103）
afl
āk al-tadw
īr. 天動説に基づく宇宙観によれば、各惑星には周転天球 （単数形は
falak al-tadw
īr ） と呼ばれる小さな天球があり、惑星はその周囲を回転する （
A
bū 
‘A
bd A
llāh ibn M
ūsā al-K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, Leiden: E. J. B
rill, 1968, p. 222; 
ビールーニー著、山本啓二・矢野道雄訳「占星術教程の書 （１） 」 『イスラーム世
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界研究』第三巻、二〇一〇年、三四三―三四四頁） 。
（
104） 前掲註一〇三で説明したように、天動説に基づく宇宙観によれば、我々が地上から見上げる惑星は、すべて周転天球の周囲を回転している また、イスラームにおいて、マドラサで 伝統的に教師を学生たちが輪のように取り巻いて授業を受ける習慣が一般的であった。従ってこの一文は、イブン・ハティーブが、この教師を取り巻く学生たちの輪 即ち車座を、天空で惑星を取り巻く周転天球に見立てたものである。
（
105）
al-m
unīr al-kabīr. 直訳すると「大きな輝き」だが、太陽のこと。
（
106） 「イブン・ハルドゥーン自伝２」 、四〇―四一頁参照。
（
107）
Ibn al-D
āris. 不詳。直訳すると「学ぶ者の息子」であり、人名ではなく、単に
「マドラサ
m
adāris 」 「木を植えた人
ghāris 」と韻を合わせるために選ばれた表現の
可能性もある。
（
108）
naṣba. 校訂者の註によれば、正しくは
al-naṣba al-falakīya
という。
al-naṣba al-
falakīya とは、占星術 おいて 将来に起こることを知りたい時に見る星々の位
置が書き込まれた図のことである。占星図という訳語は、現在のところ、適当な訳語がないために便宜的につけたものである。
（
109）
sinī tarbiyat-hā. イスラームの占星術において、人が生まれてから満四歳になるま
での期間を養育年 （
sinū al-tarbiya ） と呼ぶ。イスラームの占星術では、生まれた
人間が養育期に 満四歳まで） を超えて生きるか、それとも養育年が終わる前に死ぬかをまずは見る （ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、五三四頁） 。
（
110） 校訂テキストでは、アヤソフィヤ写本にある「寿命
al-‘um
r 」という一語が欠け
ているので、これを補って訳した。
（
111） 原文は
al-ḥudūd （
ḥadd
の複数形） 。イスラームの占星術では、十二宮のそれぞれ
を五惑星 （水星、金星、火星、木星、土星） の間で何度かずつ不等分に分割する。分割されたそれぞれを区界と呼ぶ （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.226; ビールー
ニー「占星術教程の書 （３） 」 、五〇一―五〇二頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., 
A
rticle on “Ḥ
add” ） 。
（
112） 原文では
w
ujūh （
w
ajh
の複数形） 。顔 （ワジュフ とは、十二宮 各宮を三等分し
たもの （一〇度ずつに分けたも ）を指す （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.226; 
ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、四九九―五〇〇頁） 。
（
113）
al-m
uthallathāt. 占星術における専門用語。占星術では、十二宮を四つに分割し、
分割したそれぞれをイスラームではムサッラサ 三角宮） と呼ぶ。三角宮はそれぞれ三つの宮を含む （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.225; E
ncyclopaedia of Islam
, 
2nd ed., A
rticle on “M
uthallath”; ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、四八〇
頁） 。
（
114）
al-bayt. 占星術でいう家 （ハウス） のこと。註三七も参照。
（
115）
al-sharaf. 星の昂揚 （
sharaf al-kaw
kab ） のこと。英語では
exaltation
と呼ばれ、占星
術の重要概念である。星の昂揚とは、その星に関連づけられた宮の一定の度数のことである。星は、その宮の一定の度数において、権力の場所に対する君主 関係のご く昂揚する。五惑星に太陽と月を加えた七つの星はいずれも一つの昂揚する度数を持つ。例えば、木星 昂揚はかに宮の一五度にあり、水星の昂揚は、おとめ宮の一五度にある （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.225; ビールーニー「占星
術教程の書 （３） 」 、四九七頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-
M
ushtarī”, “‘U
ṭārid” ） 。
（
116）
nayyir al-naw
ba. 太陽と月のこと。交替主星 （
ṣāḥibat al-naw
ba ）ともいう。イス
ラームの占星術においては、太陽は昼の交替主星であり、月は夜の交替主 である （ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 四八三、 五〇五頁） 。
（
117）
bayt al-banīn. 占星術でいう五番目の家 （ハウス） のこと。
（
118）
al-burūj al-m
uw
allida. おそらくは、多産宮 （
w
alūd ） のことではないかと思われる。
イスラームの占星術では、さそり宮、うお宮及びやぎ宮の後半分が多産宮に相当する （ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、 六九頁） 。
（
119）
raʼs al-jaw
zahirr w
a dhanab al-tinnīn. ジャウザヒッル （
al-jaw
zahirr ） は、様々な読み
方があり、史料によってはジャウザハル （
al-jaw
zahar ） とも読む。イスラームの
占星術および天文学の用語であり、天球上の二つの円が交わる二点 （交点 のことである。ジャウザヒッルという名前は、その二つ 交点のいずれにもあてはまる。一方を他方と区別する際 は、惑星がそこを通過して北に行く 点 頭（raʼs ） と呼び、そこを通過して南に行く交点を尾 （
dhanab ） と呼ぶ。頭は昇交点の
ことであり、尾は降交点のことである。交点はまた の姿からティンニーン（竜） の頭や尾とも呼ばれる （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.220; ビールーニー「占
星術教程の書 （１） 」 、三五九、 三六二頁） 。
（
120）
taḥw
īl al-sinīn 。太陽が年の初めにあった場所に戻ること （ビールーニー「占星術
教程の書 （２） 」 、三一九頁） 。
（
121）
al-m
aw
ālīd. 誕生時とは胎児が母親の腹からでる時のことで、その時の天体の様
子を観察して占星術の判断に用いた （ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、五三六頁） 。
（
122）
ʻāshir-hu 。一〇番目
al-ʻāshir は、スルターンの家 （
bayt al-sulṭān ） のこと （
K
hw
ārizm
ī, 
M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.228 ） 。
（
123）
qalb al-asad. 「獅子の心臓」の意で、しし座の主星レグルスのこと。
（
124） 占星術でいう一二番目の家 （ハウス） のこと。
（
125）
al-tasyīr. 人間の寿命の長さを計算するために人の手によって作成される弧のこと
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である。専門的なテクニックとして、プトレマイオス以来研究され、イスラーム世界 も発達した （ビールーニー「占星術教程の書 （１） 」 、三〇四頁
; E
ncyclo-
paedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-Tasyīr” ） 。
（
126）
w
a saqaṭa al-shaykh al-harim
 m
in al-daraj fī al-biʼr. イスラームの占星術において、
井戸 （
biʼr, 複数形
ābār ）とは、惑星の活動が弱まる度数のことである。老人 （
al-
shaykh al-harim
） も梯子 （
al-daraj ） も占星術に関する語と思われるが、正確なとこ
ろは不明である。また、占星術の観点から、この一文全体が何を意味するのかも良く分からない 「ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、五〇五―五〇六頁） 。
（
127）
al-m
uqātil 。マグリブの人々は、土星 （
zuḥar ）をムカーティル （
m
uqātil ）と呼ぶ。
また、土星はイスラームの占星術では凶兆の星である （
Jam
āl al-D
īn al-W
aṭw
āṭ, 
M
anāhij al-fikr, vol. 1, p. 26; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “Z
uḥal” ） 。
（
128）
al-w
abāl. イスラームの占星術では、惑星の宿 （その星に関連づけられた宮） と向
かい合っている宮を害 （
w
abāl ） と呼ぶ。例えば、土星の宿はみずがめ宮とやぎ宮
であるが、みずがめ はしし宮に、やぎ宮はかに宮にそれぞれ対面している。このことから、しし宮とかに宮が土星の害と うことになる （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ 
al-‘ulūm
, pp.226-227; 「ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 、四九六―四九七
頁） 。
（
129）
al-H
aylāj 。占星術における指示星のことであり、寿命を示すものである。ハイ
ラージュは太陽や月など五つある （
K
hw
ārizm
ī, M
afātīḥ al-‘ulūm
, p.230; 「ビールー
ニー「占星術教程の書 （３） 」 、五三四―五三六頁） 。
（
130） 「絞め殺された動物」から「打ち殺された動物」までは、イスラームにおいて、神が信徒に食することを禁じたもの （ 『クルアーン』第五章第四節） 。イスラームでは、食に関する禁忌 （ハラーム） として、 「豚肉、他の神への供物としての肉、自然死を含め頚動脈を切らないで死んだ 」は食することが禁じられている（鈴木貴久子「食の規範」大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』岩波書店、二〇〇二年、四九六頁） 。
（
131）
lī fī sharḥ ḥam
di-hi nāqa w
a jam
al. この一文は、
lā nāqatī fī hādhā w
a lā jam
alī （直訳
すると、 「私にはこのこと ついて、雌ラクダも雄ラクダもない」 ） いう
諺
を逆
にしたものである。この
諺
の由来とされる逸話によると、ジャッサース・イブ
ン・ムッラ （
Jassās ibn M
urra ） の一族とクライブ・イブン・ワーイル （
K
ulayb ibn 
W
āʼil ） の一族の間でラクダの殺害をめぐって戦争が起こった時、ジャッサース
の一族の中にいたハーリス・イブン・ウバード （
Ḥ
ārith ibn ‘U
bād ）という男が、
この文句を言って戦いに加わることを拒否した。ハーリスが言わんとしたは、 「私の雌ラクダや雄ラクダがクライブによって殺害されたわけではない」 、換言すれば、 「私はこの戦いには何の関係もない」という意味になる。イブン・ハ
ティーブの書簡の中のこの一文は、この諺を踏まえ、意味を逆にしたものである。直訳すると、 「私には貴兄に対する称賛 はっきり述べることについて、雌ラクダも雄ラクダもある」 、即ち「私には、貴兄に対する称賛をはっきり述べることについて関係がある」というほどの意味になる。アラブにとって、ラクダが乗用、駄用、食用を問わずいかに重要だったかを示す
諺
といえよう （
al-M
ufaḍḍal 
ibn M
uḥam
m
ad al-Ḍ
abbī, A
m
thāl al-‘A
rab, ed. Iḥsān ʻA
bbās, B
eirut, 1981, pp. 129-131; 
堀内勝「ラクダ」 『岩波イスラーム辞典』 、一〇三五―一〇三六頁） 。
（
132）
khalw
a. スーフィズムの用語で、 「隠遁」 「独居」などを意味する。
（
133） 原文では
barqun yushām
. 直訳すると、 「期待される稲妻」というほどの意味にな
るが、クルアーンでは雷は、恐怖の喩えとして表現される場合もあるが、雲や雨の前兆として希望を人々に与えるものとして表現され こともある （第
一
三章第
一
二節、第三〇章第二四節） 。そのことから、雷によって期待されるのは、雲や
雨ということになる。それを踏まえて、ここでは
barqun yushām
を「慈雨の前触
れである稲妻」 訳出することにした （大川玲子「雷」 『岩波イスラーム辞典』 、二八四頁） 。
（
134）
ḥaddith m
ā w
arā’a-ka yā H
ishām
. m
ā w
arā’a-ka yā ‘Iṣām
という
諺
をもじった表現。
人に知識を尋ねる時に使われる
諺
であり、直訳すると、 「イサームよ。お前の背
後にあるものは何か」 いうほどの意味になる。この諺の由来とされる逸話はいくつか伝えられている。その一つによると、ラフム朝 （三世紀末～六〇二） の王ヌウマーン （
al-N
uʻm
ān ） が病気になり、彼が死んだという噂が広まった時、詩人
ナービガ・ズブヤーニー（
al-N
ābigha al-D
hubyānī ）がヌウマーンの侍従 （ハージ
ブ） であるイサーム・イブン・シャフバル （
ʻIṣām
 ibn S
hahbar ） にこの文句を口に
して彼の状態を尋ねたとされている。ナービガがこの文句によってイサームに尋ねたのは、ヌウマーンが死んだと噂されているがそ 真偽 （彼の病状） はどうなのかということであろう。イ ン・ハティーブの書簡では、イサームがヒシャームに換えられている。イブン ハティ ブがイサームをヒシャームに換えたのは、原文では
barqun yushām
 fa-yuqāl と綴った後にこの諺が続いていることと関係
する。つまり、イブン・ハティーブは、
yushām
からの繋がりを考え、イサーム
をヒシャー 変 たのであり、ヒシャーム自体 特に意味はないと解すべきであろう。しかし、こ 一文が前後 文脈から考えて何を意味し かはいまいち判然としない （
A
bū al-F
aḍl A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad ibn Ibrāhīm
 al-
N
aysābūrī al-M
aydānī, M
ajm
aʻ al-A
m
thāl, ed. M
uḥam
m
ad M
uḥyī al-D
īn ‘A
bd al-Ḥ
am
īd, 
C
airo, vol. 2, pp. 263-264 ） 。
（
135）
shaykh-nā. 具体的に誰を指すのかは不明。
